
金
部
官
蹴
志
巻
十
八

年
に
八
十
四
歳
に
て
残
す
。
子
孫
代
々
一
清
光
と
稽
す
と
い
へ
り
。
今

按
・
宇
る
民
、
古
刀
銘
噛
躍
に
戟
せ
た
る
明
感
三
年
の
作
に
、
加
州
佐
藤

原
清
光
と
銘
す
。
永
正
十
六
年
の
作
に
、
加
州
泉
佐
清
光
作
と
あ
り
。

又
大
永
六
年
の
作
に
加
州
佐
藤
原
清
光
‘
天
正
六
年
の
作
に
加
州
泉

佐
清
光
と
銘
す
。
然
れ
ば
清
光
は
明
憾
の
頃
よ
り
天
正
の
初
ま
で
、

泉
の
地
に
居
住
せ
し
事
知
ら
れ
け
り
。
但
し
共
の
貨
は
有
松
村
た
り

し
か
ど
、
泉
は
此
の
地
越
の
惣
名
怠
り
し
故
に
、
加
州
泉
佐
と
は
銘

せ
し
怠
る
ぺ
し
。
享
保
五
年
の
由
緒
書
に
左
の
如
く
載
せ
た
り
。

就
a

御
一
帯
-
申
上
候
。

藤
嶋
友
重
せ
が
れ

行

行
光
せ
が
れ

光

清

光

小

次

郎

此
者
よ
り
代
々
一
清
光
与
銘
を
切
申
候
。
蛍
御
国
民
て
泉
野
に
居
住
仕

候
に
付
、
泉
小
次
郎
与
申
候
。
病
死
仕
年
競
売
無
御
座
議
。

泉
小
次
郎
せ
が
れ

清

光

一
、
高
祖
父
之
父

作

-
、
高
祖
父

病
死
仕
候
年
続
発
無
a

御
座
-
候
。

助

告

yo
按
宇
る
に
、
此
の
頃
藤
嶋
の
友
軍
此
所
に
在
り
し
ゅ
ゑ
花
、
兄

弟
共
に
弟
子
と
成
り
て
、
刀
鍛
冶
の
業
を
請
け
得
た
る
に
や
。
一
一
代

目
作
助
清
光
と
い
ひ
し
は
天
正
の
初
め
頃
左
り
。
三
代
田
吉
田
右
衛
門

清
光
は
天
正
年
中
の
頃
越
中
国
守
山
へ
移
居
す
。
是
は
天
正
十
四
年

端
龍
公
松
任
よ
り
守
山
へ
移
り
給
ひ
し
頃
怠
る
ぺ
し
。
今
是
を
守
山

清
光
と
稀
す
。
此
の
一
族
の
子
孫
に
喜
兵
衛
・
牟
左
衛
門
・
次
郎
九
郎
・

伊
右
衛
門
・
五
左
衛
門
・
長
兵
衛
た
E
い
ふ
あ
り
。
い
づ
れ
も
皆
清
光

と
同
銘
を
刻
す
。
寛
永
・
正
保
年
間
よ
り
貞
享
の
頃
ま
で
、
越
中
薗

鹿
々
に
散
在
居
住
す
。
末
の
清
光
は
貧
苦
飢
寒
陀
せ
ま
り
、
乞
巧
人

と
友
り
て
金
津
へ
出
で
、
非
人
小
屋
に
入
り
ぬ
。
然
る
に
非
人
小
屋

の
患
・
行
清
光
た
る
事
を
迫
っ
て
聞
出
し
、
此
の
事
を
雪
上
し
け
る
に

や
。
後
彼
の
小
屋
へ
鍛
・
茨
等
を
賜
は
り
・
非
人
小
屋
に
於

τ万
叙
を

鍛
へ
し
む
。
此
の
作
今
の
世
に
も
た
ま
/
¥
あ
り
て
、
非
人
清
光
と

銃
し
、
世
入
賞
翫
す
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
右
加
賀
古
跡
考
の

停
践
は
趨
聞
多
か
り
け
ん
。
元
組
清
光
を
行
光
の
兄
と
す
る
た
ど
誤

り
多
〈
‘
非
人
清
光
の
停
訟
も
請
け
が
た
し
。

。
ょ
ロ
町
端

金
滞
市
中
上
口
の
町
端
に
て
、
俗
に
泉
野
の
端
と
も
、
又
野
町
の
端

金
揮
官
蹟
志
巻
十

λ

五

一

、

骨

髄

父

清

光

七

右

衛

門

此
者
越
中
富
山
に
罷
在
候
節
.
端
能
院
様
御
長
柄
御
鑓
二
本
打
上
申

候
。
共
拘
御
害
致
a
頂
戴
-
候
。
共
後
高
聞
に
而
御
腰
物
大
小
二
十
臨

被
v
錫
邑
仰
付
-
候
刻
、
御
骨
頂
戴
仕
候
。
数
十
年
以
前
病
死
仕
候
。

一

、

祖

父

清

光

女

郎

九

郎

此
者
承
臆
三
年
端
能
院
様
御
掛
物
太
刀
、
従
昌
微
妙
院
様
-
被
v
潟
E

仰
付
-

候
刻
、
右
二
通
之
御
書
上
v之
申
候
慮
、
表
具
被
vema
仰
付
一
箱
共
に
拝

領
仕
致
a
所
持
-
候
。
其
後
微
妙
院
様
h
御
脇
指
上
v
之
申
候
鹿
‘
御
印

二
週
頂
戴
仕
候
。
病
死
仕
候
年
鋭
発
無
=
御
座
-
候
。

一

、

父

清

光

長

兵

衛

御
道
具
度
々
一
被
v骨
ma
仰
付
-
相
勘
申
候
。
貞
享
四
年
に
病
死
仕
候
。

右
私
先
祖
由
緒
如
v
此
御
座
候
。
私
儀
度
々
打
物
御
用
被
v
需
品
仰
付
-
相

勤
申
候
。
泉
小
次
郎
以
来
代
々
一
清
光
与
打
来
申
候
。
近
年
病
身
に
罷

成
、
打
物
細
工
群
仕
候
。
以
上
。

享

傑

五

年

正

月

廿

六

日

清

光

長

方

街

門

・

町

御

奉

行

所

加
賀
古
跡
考
に
は
‘
元
組
清
光
、
共
の
第
を
ぽ
行
光
と
い
ふ
。
共
に

泉
村
民
住
居
せ
り
と
云
ひ
停
ふ
れ
ど
も
、
共
の
由
緒
は
さ
だ
か
た
ら

と
も
呼
ぺ
り
。
按
宇
る
に
、
金
津
市
中
の
町
端
は
、
共
の
時
世
に
依

り
て
甚
だ
逮
へ
り
。
昔
は
野
町
の
端
一
目
黒
壌
の
地
を
町
端
と
な
し
た

り
し
か
左
、
共
の
後
泉
町
・
泉
新
町
を
町
地
と
た
し
、
泉
新
町
養
清
寺

橋
漣
を
町
端
と
せ
し
を
‘
又
有
松
町
と
て
有
松
村
の
村
地
を
町
地
に

た
し
‘
町
家
共
を
建
て
、
文
政
四
年
に
町
名
を
建
て
し
よ
り
、
有
松

町
を
ぽ
今
町
端
と
す
。
さ
れ
ば
俗
に
野
村
の
端
と
呼
べ
る
も
の
は
往

昔
の
遺
稿
怠
る
ぺ
し
。

。
往
還
並
松

奮
審
改
作
方
健
書
に
、
往
還
並
松
慶
長
六
年
に
鴛
且
御
植
-
被
ν
矯
v
成
候

由
と
あ
り
て
、
上
口
は
町
端
よ
り
松
任
騨
迄
三
塁
、
下
口
は
大
樋
町

端
よ
り
棒
幡
騨
迄
四
恩
た
り
。
按
宇
る
に
、
並
松
と
て
往
還
道
の
左

右
へ
松
樹
を
植
う
る
事
は
、
武
江
年
表
に
、
慶
長
九
年
甲
辰
二
月
日

本
橋
を
も
と
L

定
め
ら
れ
、
東
海
道
及
び
越
後
・
陸
臭
等
の
路
道
へ

一
里
塚
を
築
き
‘
遣
の
左
右
へ
松
を
栽
ゑ
し
め
ら
れ
、
夏
は
木
蔭
に
・

休
ら
ひ
、
b

舎
は
風
を
除
け
て
、
技
人
の
稗
益
と
し
給
へ
り
と
あ
り
て
、

徳
川
家
よ
り
下
知
せ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
れ
ど
、
金
海
上
下
町
端
迄
の
並

松
は
、
慶
長
六
年
に
植
ゑ
さ
せ
ら
る
と
の
事
怠
れ
ば
、
二
世
利
長
卿

の
隼
慮
に
て
植
ゑ
し
め
ら
れ
し
た
ら
ん
か
。

五




